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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 71,074 27.2 8,821 142.2 9,387 103.6 5,303 80.1

2021年３月期第２四半期 55,896 △5.1 3,641 △14.4 4,610 0.5 2,943 9.1
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 7,622百万円( 65.5％) 2021年３月期第２四半期 4,606百万円( 367.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 637.51 －

2021年３月期第２四半期 353.85 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 194,023 122,881 60.3

2021年３月期 188,735 116,411 58.9
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 116,943百万円 2021年３月期 111,075百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 45.00 － 55.00 100.00

2022年３月期 － 135.00

2022年３月期(予想) － 135.00 270.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 143,000 20.0 14,000 60.4 14,500 50.6 7,500 100.2 901.58
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 8,352,319株 2021年３月期 8,352,319株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 33,627株 2021年３月期 33,495株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 8,318,764株 2021年３月期２Ｑ 8,319,448株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいたものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、世界経済の回復に伴う輸出の増加により、製造業を中心に

持ち直しの動きがみられたものの、新型コロナウイルス感染症の感染再拡大や原材料価格の上昇等により回復のテ

ンポに鈍化がみられるなど、景気は依然として厳しい状況で推移いたしました。

このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、資源事業における増収により、売上高は710億７千

４百万円（前年同期比27.2％増）と前年同期に比べ増加いたしました。

損益につきましても、資源事業における増益により、営業利益は88億２千１百万円（前年同期比142.2％増）、

経常利益は93億８千７百万円（前年同期比103.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は53億３百万円（前

年同期比80.1％増）とそれぞれ前年同期に比べ大幅に増加いたしました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社である津久見車輛整備工業株式会社のセグメント区分を

従来の「機械・環境事業」から「資源事業（鉱石部門）」に変更しており、当第２四半期連結累計期間の比較・分

析は、変更後の区分に基づいております。

[資源事業]

（鉱石部門）

鉱石部門につきましては、主力生産品である石灰石の販売数量の増加等により、売上高は269億８千万円と前

年同期に比べ29億４千６百万円（12.3％）増加し、営業利益は41億９千４百万円と前年同期に比べ14億６千７百

万円（53.8％）増加いたしました。

（金属部門）

金属部門につきましては、銅価が高水準で推移しましたことに加え、円安の進行等により、売上高は362億２

千万円と前年同期に比べ122億９千万円（51.4％）増加し、営業利益は36億９千９百万円と前年同期に比べ34億

７千５百万円増加いたしました。

[機械・環境事業]

機械・環境事業につきましては、機械部門における販売が振わなかったことから、売上高は55億１千２百万円

と前年同期に比べ８千４百万円（1.5％）減少し、営業利益は４億７千３百万円と前年同期に比べ２千６百万円

（5.4％）減少いたしました。

[不動産事業]

不動産事業につきましては、賃貸物件の稼働状況が概ね順調に推移しましたことから、売上高は14億３百万

円と前年同期に比べ２百万円（0.1％）増加しましたものの、修繕費が増加しました結果、営業利益は７億８千

２百万円と前年同期に比べ４千６百万円（5.6％）減少いたしました。

[再生可能エネルギー事業]

再生可能エネルギー事業につきましては、地熱部門及び太陽光発電部門ともに概ね順調に推移しましたことか

ら、売上高は９億５千８百万円と前年同期に比べ２千３百万円（2.5％）増加し、営業利益は減価償却費の減少

等により３億３千６百万円と前年同期に比べ６千３百万円（23.1％）増加いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

当第２四半期連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ52億８千８百万円（2.8％）

増加し、1,940億２千３百万円となりました。

　流動資産につきましては、売掛金及び仕掛品が減少しましたものの、製品及び原材料の増加等により、前連結会

計年度末に比べ14億２千万円（1.6％）増加し、892億８千７百万円となりました。

　固定資産につきましては、設備投資による有形固定資産の増加及び保有株式の時価上昇に伴う投資有価証券の増

加等により、前連結会計年度末に比べ38億６千７百万円（3.8％）増加し、1,047億３千６百万円となりました。

② 負債の部

当第２四半期連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ11億８千２百万円（1.6％）

減少し、711億４千１百万円となりました。

　流動負債につきましては、未払法人税等が増加しましたものの、買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比

べ12億９百万円（2.5％）減少し、469億５千２百万円となりました。

　固定負債につきましては、引当金の増加等により、前連結会計年度末に比べ２千７百万円（0.1％）増加し、241

億８千９百万円となりました。

③ 純資産の部

当第２四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比

べ64億７千万円（5.6％）増加し、1,228億８千１百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年８月４日に公表の2022年３月期の連結業績予想を修正いたしました。詳細は、本日（2021年11月４日）公

表の「業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。

　なお、今回予想の前提となる通期の海外金属・為替市況は、ＬＭＥ銅価格436￠／ lb、為替レート110円／米ドル

を想定しており、市況変動による感度分析は以下のとおりであります。

（感応度 第３四半期以降） （単位：億円）

銅価格 10￠／lb上昇
売上高への影響額 ＋7.2

営業損益への影響額 ＋1.1

為替レート ５円／米ドル円安
売上高への影響額 ＋14.8

営業損益への影響額 ＋1.6
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,510 35,600

受取手形及び売掛金 27,604 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 26,671

商品及び製品 5,158 7,561

仕掛品 11,787 9,756

原材料及び貯蔵品 2,325 4,312

その他 5,928 5,865

貸倒引当金 △448 △479

流動資産合計 87,866 89,287

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,647 21,275

一般用地 16,283 16,301

その他（純額） 24,653 26,984

有形固定資産合計 62,584 64,560

無形固定資産 3,329 3,508

投資その他の資産

投資有価証券 28,157 29,226

その他 6,950 7,595

貸倒引当金 △149 △148

投資損失引当金 △3 △6

投資その他の資産合計 34,955 36,667

固定資産合計 100,869 104,736

資産合計 188,735 194,023

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,588 15,719

短期借入金 16,491 15,926

未払法人税等 1,023 2,113

引当金 1,672 1,666

その他 11,387 11,526

流動負債合計 48,162 46,952

固定負債

長期借入金 5,086 4,924

引当金 227 255

退職給付に係る負債 4,476 4,436

資産除去債務 4,509 4,505

その他 9,861 10,068

固定負債合計 24,161 24,189

負債合計 72,323 71,141
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 4,889 4,746

利益剰余金 91,693 96,539

自己株式 △167 △168

株主資本合計 100,591 105,293

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,986 11,540

繰延ヘッジ損益 79 189

為替換算調整勘定 53 499

退職給付に係る調整累計額 △635 △578

その他の包括利益累計額合計 10,483 11,650

非支配株主持分 5,336 5,937

純資産合計 116,411 122,881

負債純資産合計 188,735 194,023
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 55,896 71,074

売上原価 43,329 52,839

売上総利益 12,566 18,235

販売費及び一般管理費 8,925 9,413

営業利益 3,641 8,821

営業外収益

受取利息 28 12

受取配当金 310 436

持分法による投資利益 533 262

為替差益 69 93

助成金収入 315 －

その他 83 116

営業外収益合計 1,340 920

営業外費用

支払利息 138 133

休廃山管理費 136 128

貸与資産減価償却費等 48 41

その他 48 52

営業外費用合計 371 355

経常利益 4,610 9,387

特別利益

固定資産売却益 10 18

その他 － 0

特別利益合計 10 19

特別損失

固定資産除売却損 190 98

減損損失 2 1

火災による損失 － 124

その他 3 9

特別損失合計 197 232

税金等調整前四半期純利益 4,423 9,173

法人税、住民税及び事業税 1,183 2,808

法人税等調整額 △6 69

法人税等合計 1,177 2,877

四半期純利益 3,246 6,295

非支配株主に帰属する四半期純利益 302 992

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,943 5,303
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 3,246 6,295

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,484 553

繰延ヘッジ損益 △201 110

為替換算調整勘定 △146 606

退職給付に係る調整額 224 56

その他の包括利益合計 1,359 1,327

四半期包括利益 4,606 7,622

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,339 6,469

非支配株主に係る四半期包括利益 266 1,152
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、顧客との約束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場

合には、代理人として純額で収益を認識する方法に変更しております。また、取引価格を算定するにあたっては、

第三者のために回収する金額を除いて収益を認識する方法に変更しております。

この結果、従来の会計処理に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ83百万円減少

しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高

に与える影響はありません。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、第

１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしております。なお、収益

認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度については新たな表示方法による組替

えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

火災による損失

2021年１月21日に当社鳥形山鉱業所で発生した火災により焼損した設備の本復旧工事費については、前連結会計

年度において火災損失引当金を計上しておりますが、当第２四半期連結累計期間において付帯作業等に係る費用の

見積額が増加したことから、当該増加額124百万円を特別損失として計上いたしました。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 24,033 23,929 5,596 1,401 934 55,896 － 55,896

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

439 － 140 4 － 584 △584 －

計 24,473 23,929 5,736 1,406 934 56,480 △584 55,896

セグメント利益 2,727 224 500 829 273 4,554 △912 3,641

(注)１ セグメント利益の調整額△912百万円には、内部取引の相殺消去額18百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額29百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△960百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 26,980 36,220 5,512 1,403 958 71,074 － 71,074

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

147 － 261 4 － 414 △414 －

計 27,128 36,220 5,774 1,408 958 71,489 △414 71,074

セグメント利益 4,194 3,699 473 782 336 9,487 △665 8,821

(注)１ セグメント利益の調整額△665百万円には、内部取引の相殺消去額23百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額14百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△703百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

（連結子会社のセグメント区分の変更）

当社の連結子会社である津久見車輛整備工業株式会社は、鉱山の重機整備を主な事業としており、その取扱品の

種別から同社のセグメント区分を「機械・環境事業」としておりましたが、グループ内の事業関連性及び経営管理

体制の実態等の観点から、「鉱石部門」に区分することがより適切であると判断し、第１四半期連結会計期間より

変更しております。

これにより、前第２四半期連結累計期間の報告セグメントについては、当該変更を反映した組替後の数値を記載

しております。

（収益認識に関する会計処理方法の変更）

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「鉱石部門」の売上高は83百万円減少して

おります。
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（金額単位：百万円）

数量

単位 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高

資源事業

　 鉱石部門 石灰石 千t 10,619 11,885 21.3 12,491 14,526 20.4 1,872 2,640

砕石 千t 2,553 3,020 5.4 2,429 3,013 4.2 △ 123 △ 6

タンカル 千t 273 1,549 2.8 277 1,553 2.2 3 3

燃料その他 7,578 13.5 7,886 11.2 308

小計 24,033 43.0 26,980 38.0 2,946

　 金属部門 電気銅 t 26,454 16,949 30.3 23,814 25,203 35.5 △ 2,639 8,253

銅精鉱 t 22,981 4,240 7.6 21,731 6,979 9.8 △ 1,250 2,738

その他 2,739 4.9 4,037 5.7 1,298

小計 23,929 42.8 36,220 51.0 12,290

計 47,963 85.8 63,200 89.0 15,236

機械・環境事業 産業機械 2,210 3.9 2,122 3.0 △ 87

環境商品 3,386 6.1 3,389 4.7 3

計 5,596 10.0 5,512 7.7 △ 84

1,401 2.5 1,403 2.0 2

再生可能エネルギー事業 千MWh 90 934 1.7 109 958 1.3 18 23

55,896 100.0 71,074 100.0 15,178

海外売上高

品目

石灰石等

電気銅

銅精鉱

産業機械

環境商品

　  （参考情報）

海外金属・為替市況推移

単位

銅価格 ￠／ｌｂ

為替レート 円／米ドル

4,240 6,979

（単位：百万円）

主な向先 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

香港、台湾、オーストラリア 2,529 2,658

インド、上海、台湾 6,929 8,633

チリ

上海、スウェーデン、アメリカ 317 281

台湾 2 3

106.92

432.78

109.80

436.00

110.00

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 当連結会計年度（予想）

269.04

合計 14,019 18,556

連　結　売　上　高　明　細　表

３．補足情報

当第２四半期連結累計期間 増減（△）

合計

不動産事業

前第２四半期連結累計期間
セグメント 主要品目
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